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Photo by 経営学部 大塚健司先生 

経営学部１年生（中津川キャンパス） 

Photo by 経営学部 祝田学先生 

第 1回東濃 5市定期ミーティング 



2024年度の １回目の「IRレポート（第30回）」のテーマ

は、「推奨傾向の視点から見る2023卒業時アンケート」で 

した。母校への愛校心等を見る数値であり、教学中期計画の

目標設定にもなっている「後輩への推奨傾向（以下、推奨傾

向）等の定量的・定性的な分析を卒業時アンケートに基づき

行いました。分析結果は、卒業生の「総合的な満足度」や

「成長実感」は高いものの、「推奨傾向」はここ３年で伸び悩

んでいます。自由記述欄を計量テキスト分析で見てみると、

推奨（強く薦めると思う＋薦めると思う）でも非推奨（あまり

薦めない、薦めない）でも、教職員との関係性を強く示す結

果が見えてきました。教学IR室ではこの推奨傾向の向上に

向けた施策を引き続き検討していきます。

 

2024年4月に実施した令

和６年度第１回座談会「第２９

回レポート データから見る中

京学院大学の現状と課題

(2023年度版)」での意見を

もとに、左記の通りフィードフォ

ワードシートを作成いたしまし

た。こちらを５月の執行部会に

提案し、執行部会から該当レ

ベルに改善指示が出されてお

ります。今後の状況につきまし

ても皆様に情報共有して参り

ますので、改善につながる輪と

なるようご協力の程よろしくお

願いいたします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Pick up！ IRレポート  

 

 

  

 

  
【IR室第３０回レポート, p11 より】 

ココに 
注目！ 

２０２４年度スタート！教学 IR室Ring 実施状況 



あなたは後輩に本学を薦めますか 

第３０回レポート「推奨傾向の視点から見る 2023卒業時アンケート」から 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は
じ
め
に 

 

近
年
、
高
等
教
育
機
関
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
本
学
で
は
、
私
学
発
展
の
鍵
を
握
る

母
校
へ
の
愛
着
度
・
愛
校
心
を
見
る
数
値
と
し

て
推
奨
傾
向
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。 

今
回
の
座
談
会
は
、
第
三
十
回
レ
ポ
ー
ト
を

も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
長
年
培
っ

て
こ
ら
れ
た
ご
経
験
か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と
等

を
３
名
の
方
々
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

※
ポ
イ
ン
ト
の
み
抜
粋 

 教
育
力
・教
授
力
を
強
み
に 

 

「
薦
め
る
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
先
生
」
と
い

う
言
葉
が
挙
が
っ
て
い
る
の
は
よ
い
。
教
育
の
団

体
と
し
て
先
生
が
し
っ
か
り
機
能
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
。
建
物
や
地
の
利
は
よ
く
な
い
が
、
根
本

は
教
育
力
（
指
導
ス
キ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
性
・
経

験
値
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
）
で
あ
る
た
め
、
広

報
と
し
て
は
教
学
的
な
活
動
や
数
字
を
全
面
に

出
し
、
プ
ラ
ス
の
数
値
を
使
用
す
る
な
ど
根
底

を
し
っ
か
り
さ
せ
な
が
ら
売
っ
て
い
き
た
い
。
教

育
力
の
あ
る
先
生
が
作
る
商
品
＝
学
生
で
あ

り
、
そ
の
学
生
が
自
然
発
生
的
に
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く…

と
い
う
循
環
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。 

今
回
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
他
に
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
も
行
っ
た
方
が
よ
い
。(

和
田) 

 

目
標
達
成
ま
で
の
道
筋
の
見
直
し 

  

定
量
調
査
で
分
か
る
こ
と
は
少
な
く
、
行
間
や

暗
黙
知
に
様
々
な
答
え
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。
本

学
の
場
合
、
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
は
明
確
だ
が
エ
グ

ゼ
キ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
？
方
法
論
は
？
と
い
う
点
に

お
い
て
は
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。
企
業
的
視
点
で

言
う
な
ら
ば
、
定
量
調
査
に
加
え
デ
プ
ス
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
細
か
く
掘
り

下
げ
る
こ
と
で
み
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
は
ず
。 

令
和
６
年
度 

第
２
回
教
職
員
座
談
会
（
６
月
６
日
実
施
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
回
答
率
が
低
い
た
め
記

述
し
た
人
の
意
見
が
代
表
性
を
伴
う
か
ど
う
か

は
不
明
。
限
界
の
あ
る
中
で
の
最
善
を
目
指
す
。 

ま
た
、
現
場
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
機
能
し

て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
は
各
学
部
学
科

の
問
題
だ
と
言
え
る
。 

Ⅰ
Ｒ
の
み
な
ら
ず
、
大
学
全
体
で
ス
テ
ー
ク
フ

ォ
ル
ダ
ー
に
対
し
（
愛
知
・
岐
阜
の
高
校
、
保
護

者
、
生
徒
等
々
）
い
ず
れ
も
の
希
望
に
芯
を
食
う

大
学
で
あ
る
か
ど
う
か
を
考
察
す
る
こ
と
。
深

堀
り
す
る
こ
と
。
出
来
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
相
場
） 

 学
び
の
環
境
作
り 

 

「
大
学
」
「
学
校
」
を
含
む
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
自
由

記
述
欄
は
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
知
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
一
人
一
人
受
け
取
り
方
が
異
な

り
改
善
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

も
あ
る
。 

 
授
業
規
律
が
乱
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
学
び

た
い
学
生
が
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環

境
作
り
が
大
切
。
（
近
江
） 

 

教
学
Ⅰ
Ｒ
室
メ
ン
バ
ー
か
ら
一
言 

  

教
育
力
の
重
要
性
に
つ
い
て
他
部
署
か
ら
指

摘
さ
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。 

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
で
は
自
由
記
述
欄

に
回
答
し
た
学
生
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
良
か
っ
た
点

や
課
題
等
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
今
後
は
自

由
記
述
欄
に
回
答
し
な
か
っ
た
学
生
に
つ
い
て

も
分
析
対
象
と
し
て
い
き
た
い
。
（
大
須
賀
） 

 
 

仮
説
検
証
に
よ
り
、
あ
た
り
を
つ
け
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
成
長

実
感
と
満
足
度
は
高
く
、
推
奨
度
は
推
奨
と
非

推
奨
ど
ち
ら
も
人
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
が
カ
ギ
と
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。 

ま
た
、
そ
の
推
奨
度
に
つ
い
て
は
マ
ー
ケ
テ
ィ 

  
 

  

ン
グ
分
野
で
の
「
帰
属
意
識
」
が
関
係
し
て
い
る

の
で
は
と
考
え
て
い
る
。
（
祝
田
） 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
未
記
入
者
が
存
在
す
る
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
①
記
名
式
で
あ
り
良

く
な
い
こ
と
を
書
け
な
い 

②
書
い
て
も
変
わ
ら

な
い
だ
ろ
う 

③
卒
業
す
る
か
ら
関
係
な
い 

等
。
細
か
い
い
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
よ
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
（
川
渕
） 

 

ま
と
め
「
教
育
改
革
に
停
滞
な
し
」 

 

教
学
Ⅰ
Ｒ
室
と
し
て
３
年
間
懸
命
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
こ
こ
で
腰
を
落
ち
着
け
る
の
は
な

く
、
デ
プ
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ス
テ
ー
ク
フ
ォ
ル
ダ

ー
全
体
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
等
、
新
た
な
試
み
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。
ス
テ
ー
ク
フ
ォ
ル
ダ
ー
の
期
待

に
沿
っ
た
教
育
活
動
が
行
え
て
い
る
の
か
を
確

認
で
き
る
Ⅰ
Ｒ
に
し
た
い
。
（
林
） 

経営学部経営学科 

特任教授 相場 恵 先生 

専門分野:マーケティング 

◆㈱電通にて長年ビジネスプロデューサーとして

様々な企業のマーケティング・コミュニケーション 

活動の支援やビジネスのコンサルティングに 

従事。2023年 4月から本学へ。 

 

 

入試広報部 

部長補佐 和田 尚 氏 

◆高校教員として 36 年間教鞭を執る。

2024年 3月まで学校法人安達学園 

中京高等学校校長。 

 

 

短期大学部保育科 

准教授 近江 秀崇 先生 

専門分野：音楽 

◆学生と関わるうえで大切にしていること：

教員と学生という関係性でありながらも、 

対等な人間同士として、感謝するべきこと

には「ありがとう」、申し訳ないことをしたとき

は「ごめんなさい」と伝えること。 

 

学長/教学 IR 室長 林 勇人 

 

進行・文／今津木綿子 撮影／祝田学 
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1995年の開学以来、今年で３１年目を迎えた経営学部。 

今回の CHUKYO VOICEは、生まれも育ちも中津川で現在も地元で

ご活躍されている経営学部一期生、㈱福岡城 代表取締役 吉村和久さん

です。(1997年卒) 

＋・＋・＋・＋・＋・＋・＋・＋・＋・＋・＋・＋・＋・＋・＋ 

私は中京学院大学の一期生として 

入学、卒業してからは建設業の営業として 

サラリーマン、現在はサービス業の経営を 

しております。 

本学を選んだ理由は、家業を継ぐため 

経営学を学びたいためと、中津川が好き 

なため、地元の大学で学べる思いが強かったからです。 

サラリーマンとして会社の組織の中で活動することや、経営者として会社

を継続するためには、「経営学」を学ぶことはとても重要です。今でも経営に

ついては、本やネットなどを通じて日々勉強をしています。大学時代にもっと

真剣に学んでおけばと後悔することもあります。 

大学生活では、先生と共に学ぶことや、部活・サークル活動で仲間と協力

して組織をうまく運営していくのも、社会人になってからは「経営」の一つと

結びついていくと思います。 

大学４年間は長いようで短いです。 

何をするにも少し将来の「経営」を意識するだけで、考え方がかわっていき

ます。「勉強・部活・遊び」全てに全力に取り組んで、後悔がないように、誇り

も持って卒業してほしいと思います。 

  『やさしく学ぶ経営学』 
                   吉沢 正広 編著 

第１５章執筆 経営学部准教授  
                    祝田 学先生 

 

各大学で経営学関連の科目を担当する１０名の先

生方が執筆した、経営学やマネジメントについてわかり

やすく学べる本書。第１５章では、コンピュータのはじま

り、インターネットの開発…、IT産業の発達による環境

と技術的な変化を、世界１７０カ国以上でビジネスを展

開している IBMの事例を取り上げながら解説します。 

 

本学メディアセンターに 

蔵書あります！ 

 

◆2024. 3.31 教学ＩＲ室の一年間の活動を可視化した「IR レポート第三巻」発刊！ 
 
◆2０24. 5.29 Mid FM「カナメヤのキャンパスジャックラジオ」生出演！ 

（経営学部２年：桝田有那さん、学生支援部/教学ＩＲ室：川渕怜央さん、 
経営学部/教学ＩＲ室長補佐：大須賀元彦先生） 

 
◆2024. 5.31 ㈱EXIDEA『So-gúd』にて大須賀元彦先生（教学ＩＲ室長補佐）の 

インタビュー記事掲載。 データが導く、大学の新たな未来: 
教学ＩＲによる大学教育の変革 - So-gúd（ソウグウ） (exidea.co.jp)  

 
◆2024. 6. 8 日本ビジネ実務学会第４３回全国大会 発表 

（大須賀元彦：経営学部、富田宏：短期大学部、須栗大：経営学部）※敬称略 
発表テーマ「小規模私立大学の教職員におけるデータ活用人材の育成に向けた分析フローの検討」 
 

◆2024. 6.20 第 1回 東濃５市定期ミーティング開催  
東濃唯一の高等教育機関として創設の原点に戻り、地域の声に 
耳を傾けながら自治体と密な連携を図り地域創生に 
あたる。 （主幹：教学 IR室および連携推進部)  

  
◆202４. 6.2８ 令和６年度第１回学長ワークショップ ※短大生対象 

テーマ「在学生から観た『本学の魅力・価値』とその進化・深化」 
 
◆202４. ９.１３ 第３回合同ＩＲ研修会 in 中京学院大学 瑞浪キャンパス（ハイブリッド開催）  
              共催：九州共立大学・九州女子大学・九州女子短期大学 
              参加大学：上記の他、文京学院大学、愛知東邦大学 
              テーマ「中小規模私立大学・短期大学における教学ＩＲの推進に向けた実践的取組」 
                                ※現段階での案であり、今後参加大学等に変更の可能性あり。 

本学は令和 5 年度（一財） 

大学・短期大学基準協会に 

よる認証評価の結果、適格 

と認定されました。 

本学は令和 5 年度（一財） 

大学・短期大学基準協会に 

よる認証評価の結果、適格 

と認定されました。 

    

 

 

   

     

    

    

    

   

  

     

 

   

 

  

  

 

  

【画像引用】やさしく学ぶ経営学-株式会社 学文社（GAKUBUNSHA） 

 https://www.gakubunsha.com/book/b241926.html（2024年 6月 11日ｱｸｾｽ） 

 

   

 

  

  

 

  

  

     

   

 

 

 

 

 
Bloomin’ とは？ 

種を蒔き、芽が出て膨らみ花開くように、 

教学 IR室の様々な発信が本学の発展に 

つながるよう願いをこめてつけました。 

～ 本学に関わる様々な人の声をお届けします ～ 

CHUKYO VOICE 

メインパーソナリティー↑ 

松井健斗さんと 


